
『
廟

学

典

礼
』
成

立

考

筆
者

は
、
こ
れ
ま
で
に
い
く

つ
か
の
論
文
に
お
い
て
、
元
朝
に
お

け
る
知
識
人
支
配
の
史
料
と
し
て
の

『
廟
学
典
礼
』
の
価
値
に
つ
い

て
述
べ
、
そ
の
前
提
と
し
て

『
廟
学
曲
ハ礼
』

の
成
立
を
よ
り
明
確

に

　
　

　

す
る
こ
と
の
必
要
性
に
触
れ
て
き
た
。
ま
た
、
最
近
、
「
至
元
ゴ
ニ

年
崇
奉
儒
学
聖
旨
碑
ー
石
刻

・

『廟
学
典
礼
』

・

『
元
典
章
』
」
と

題
し
た
論
文
を
書
き

(近
刊
、
以
下
、
前
論
と
略
称
)、
至
元
一一=

年

(
一
二
九
四
)
七
月
に
出
さ
れ
た
、
廟
学

へ
の
尊
崇
を
命
じ
た
聖

旨
を
中

心
に
、
儒
人
に
関
す
る
聖
旨
の
石
刻
を
文
書
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と

に
よ

っ
て
、
『
元
典
章
』

や

『
廟
学
典
礼
』
と
石
刻
と
を
同

一
聖
旨

に
つ
い
て
比
較
し
、
そ
の
史
料
と
し
て
の
性
格
の
差
異
を
検

討
す
る
と
い
う
作
業
を
試
み
た
。
本
来
な
ら
ば
、
そ
の
中

で
、
『
廟

学
典
礼
』
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
自
説
を
展
開
す
べ
き
で
あ

っ
た
の

で
あ
る
が
、

一
つ
に
は
、
論
文
の
構
成
上
の
都
合
も
あ
り
、
ま
た
、

中
国
か
ら
、
「元
代
史
料
叢
刊
」

の

一
冊
と
し
て
、
『
廟
学
曲
ハ礼
』

の

森

田

憲

司

校
点
本
が
近
刊
さ
れ
る
こ
と
が
、
す
で
に
予
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、

同
書
で
、
『
廟
学
典
礼
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
が

示
さ
れ
る
か
を
待
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

っ
て
、
こ
の
問
題
に

は
触
れ
ず
に
お
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
日
本
に
届
い
た
、
『
廟

学
典
礼
』
点
校
本

(漸

江
人
民
出
版
社
、

一
九
九
二
年
三
月
刊
)
の
、
王
顛
氏
の

「
点
校
説

明
」

に
お
い
て
は
、
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま

っ
た
く
触
れ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
に
と

っ
て
は
期
待
は
ず
れ
の
結
果
と
な

っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に

『
廟
学
血
ハ礼
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
現
段
階

で
の
筆
者
の
見
解
を
述
べ
て
み
た
い
と
考
え

る
。
な
お
、
行
論
の
都

合
か
ら
、
上
述
の
聖
旨
碑
に
つ
い
て
の
論
文
と
重
複
す
る
箇
所
の
存

在
す
る
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
き
た
い
。

文
書
集

と
し

て
の

『
廟
学
典

礼

』
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ま
ず
、
『
廟
学
典
礼
』

の
テ
キ
ス
ト
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
元
刊

本
が
存
在

す
る

『
元
典
章
』
と
は
異
な
り
、
『
廟
学
典
礼
』
は
、
四

庫
全
書

の
史
部
政
書
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
現
存
唯

一
の

　
　
　

テ
キ
ス
ト
ら
し
い
。
他
の
蔵
書
家
達
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
も
、
四

庫
か
ら
伝
紗
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
東
洋
文
庫
や
京
都

大
学
文
学
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
に
つ
い
て
も
同
様
と
考
え
ら
れ

る
。
そ

し

て
、
そ
の
四
庫

の
本

に

つ
い
て
は
、
『
四
庫
提
要
』

に

「
永
楽
大

典
本
」
と
あ
り
、
『
永
楽
大
典
』

か
ら
輯
逸
さ
れ
た
も
の

で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
主
と
し
て
影
印
文
淵
閣

本
四
庫
全
書
所
収
の

『
廟
学
典
礼
』
を
用
い
、
必
要
な
場
合
に
は
、

　ヨ
　

前
述

の
点
校
本
を
参
照
し
た
。

次
に
、
『
廟
学
典
礼
』

の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
現
在

で
は
六
巻

に
分
け
ら
れ
、
全
部
で
八
十
通
の
公
順
が
、
年
代
順
に
並

べ
ら
れ

て
い
る
。
収
め
ら
れ
て
い
る
公
憤

の
年
代
は
、
丁
酉
年

(
一

二
三
七
、
太
宗
九
年
)
か
ら
大
徳
五
年

(
=
二
〇

一
)
年
六
月
に
及

ぶ
が
、
記
事
の
大
部
分
は
、
至
元

=
二
年

(
一
二
七
六
)
の
南
宋
滅

亡
以
後

の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
巻
数
分
け
や
年
代
順
配
列

は
、
四
庫
館
で
の
輯
逸
の
際
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

　さ

『
四
庫
提

要
』

の
記
述
に
よ

っ
て
分
か
る
。

以
上

の
よ
う
な
、
現
行
本
の
成
立
過
程
を
考
え
る
と
、
例
え
ば
、

使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
が
清
朝
に
よ
る
改
変
を
経
て
い
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
現
行
本
の
構
成
が
原
本
と
ど
こ
ま

で

一
致
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
、
そ
も
そ
も
現
行
本
が
完
全
な
テ
キ
ス
ト
な
の
か
ど
う
か
不

明
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
存
在
し
、
現
行
本

に
全
面
的
に
依
拠
し
て

論
を
進
め
る
に
は
、
不
安
が
残
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

以
下
、
『
廟
学
典
礼
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
行
く
わ
け
で
あ

る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
『
廟
学
典
礼
』
自
体
の
中

に
、
そ
の
成
立
と
直

接
関
わ
る
表
現
が
あ
れ
ば
、
そ
の
根
本
的
な
材
料
と
な
り
う
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
記
述
は
見
出
だ
す
こ
と
が

で
き
ず
、
筆
者
の
気
づ

い
た
限
り
で
は
、
高
容

(高
智
耀

の
次
子
)
に
つ
い
て
、
「
今
為
江

南
漸
西
道
粛
政
廉
訪
使
」
と
い
う
箇
所
が
あ

る
の
み
で
あ
る

(巻

一

　　
　

「秀
才
免
差
発
」
の
注
)。
し
か
し
、
彼
は
犬
徳
四
年

(
=
二
〇
〇
)

　
　
　

に
南
台
侍
御
史
に
転
じ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
書
所
収
の
公

順

の
日
付
の
下
限
が
、
大
徳
五
年
六
月
で
あ
る
の
と
合
わ
ず
、
こ
の

「今
」
を
以
て
、
本
書
の
成
立
時
期
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

そ
こ
で
、

こ
の
論
文
で
は
、
『
廟
学
典
礼

』
の
各
項
目
に
収
め
ら

れ
て
い
る
個
々
の
公
順

そ
れ
自
体
を
材
料

と
し
て
、
『
廟
学
典
礼
』

の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず

最
初
に
、
『
廟
学
典
礼
』
に
お
け
る
文
書
掲
載
の
形
式
に
つ
い
て
見

て
お
き
た
い
。
同

一
の
文
書
が
収
録
さ
れ

て
い
る
場
合

で
、
『
元
典

一65一



章
』
と
比
較
す
る
と
、
文
書

の
書
き
出
し
が
、
『
廟
学
典
礼
』

の
場

合
は
、

「中
書
省
至
元
二
四
年
二
月
盗
」
(巻
二

「儒
職
陞
転
保
挙
後

進
例
」

)
と
い
う
形
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
元
典
章
』

で
は
、

「
至
元
二
四
年
正
月
行
中
書
省
准
中
書
省
盗
」
(巻
九

・
吏
部
三

「
保

選
儒
学
官
員
」
)
と
い
う
形
を
取
る
。

つ
ま
り
、
『
元
典
章
』
で
は
、

書
き
出
し
に
発
信
者
と
宛
名
が
書
か
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
『
廟
学

典
礼
』

で
は
、
発
信
者
の
み
で
、
宛
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の

か
わ
り
、
文
末

に
、
例
え
ば
こ
の
項
目
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
「春
行

中
書
省
」

と
い
う
細
字
双
行
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
文
頭
の
発

信
者
か
ら
出
さ
れ
た
文
書
の
宛
先

で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
し

て
、
そ
の
性
格
上
宛
名
を
有
し
な
い
聖
旨
を
除
き
、
官
庁
間

の
文
書

　
　

　

の
大
部
分

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
に
こ
の
注
記
が
存
在
す
る

(
こ

の
双
行
細
字
注
が
複
数
存
在
す
る
項
目
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、

　
　
　

本
件
に
添
付
さ
れ
た
関
連
文
書
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
)。
ま
た
、

各
文
書

の
送
受
機
関
の
関
係
で
は
、
大
部
分
が
上
か
ら
下

へ
と
い
う

方
向
、

あ
る
い
は
同
じ
レ
ベ
ル
の
官
庁
間
の
文
書
で
あ
る
と
い
う
特

徴
を
持

つ
こ
と
も
、
こ
の
書
物
の
成
立
を
考
え
る
上
で
の
材
料

の

一

　　
　

つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
◎

こ
の
論
文
で
は
、
『
廟
学
典
礼
』
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に
、
本

書
を
構
成

す
る
八
十
の
項
目
を
、

一
通

一
通
の
文
書
と
仮
定
し
、
そ

の
往
来
を
考
え
て
、
そ
れ
が
ど
こ
で
整
理
さ
れ
て
一
つ
の
書
物
に
な

っ

　む

た
と
考
え
れ
ば

一
番
合
理
的

で
あ
る
か
と

い
う
視
点
か
ら
、
『
廟
学

典
礼
』
の
成
立
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
ょ
う
と
思
う
。

い
わ
ば
、

少
し
極
端
な
例
え
で
あ
る
が
、
こ
の
書
物
全
体
を

一
つ
の
文
書

フ
ァ

イ
ル
と
し
て
考
え
、
あ
る
官
衙
に
お
い
て
到
来
し
た
関
係
文
書
を
綴

じ
込
ん
だ
も
の
と
し
て
見
て
み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、
念
の
た
め
に
申
し
て
お
く
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

一

つ
の
作
業
の
た
め
の
仮
説
で
あ
り
、
現
行
の

『廟
学
典
礼
』
が
、
原

文
書
を
忠
実
に
再
録
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
前
論

に
お
い
て
、
同

一
文
書
を
刻
し
た
石
刻
史
料

と
比
較
し
て
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る

(
た
だ
し
、
『
廟
学
典
礼
』

の
方
が
、
『
元
典
章
』
よ
り

も
省
略
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
)。
ま
た
、

こ
れ
も
す
で
に
周
知

の
よ
う
に
、
元
時
代
の
文
書
が
存
在
す
る
例

は
、
カ
ラ

・
ホ
ト
出
土

の
文
書
に
つ
い
て
、
最
近
出
版
さ
れ
た
、
李
逸
友
編

『
黒
城
出
土
文

書

(漢
文
文
書
巻
)
』
(科
学
出
版
社
、

一
九
九

一
)
に
七
百
点
を

　け
　

越
え
る
断
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
極
め
て
少
な
く
、

『
廟
学
典
礼
』

の
各
項
目
の
記
事
と
原
文
書

と
の
間
に
、
ど

の
く
ら

い
の
距
離
が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
正
直
な
表
現

で
あ
ろ
う
。
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『廟
学
典
礼
』
文
書
と
漸
東

ま
ず
、
文
末
の

一
覧
表
を
手
が
か
り
に
、
『
廟
学
典
礼
』
を
構
成

す
る
文
書

の
全
体
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
問
題
と
し

て
い
る
、
発
信

・
受
信
の
関
係
が
分
か
る
文
書
は
、
宛
先
を
限
定
し

な
い
聖
旨

・
詔
勅
の
類
や
、

一
部
の
宛
先
不
明
の
も
の

(そ
の
中
に

は
、
内
容

や
文
書
形
式
か
ら
宛
先
を
限
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
)

な
ど
を
除

く
と
、
六
十
通
と
な
る
。
さ
ら
に
、
全
体
の
内
容
か
ら
考

え
て
、
『
廟
学
典
礼
』
が
、
元
朝
支
配
下
の
江
南
で
成
立
し
た
こ
と

は
明
ら
か

で
あ
る
か
ら
、
元
朝
に
よ
る
南
宋
征
服
以
前
に
つ
い
て
は
、

聖
旨
以
外

の
文
書

(
二
通
)
も
、
対
象
外
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
う

し
た
結
果
、
検
討
の
対
象
と
し
て
残
る
文
書
は
、
あ
わ
せ
て
五
八
通

と
な
る
。

こ
れ
ら

の
文
書
の
送
受
機
関
を
見
て
い
く
と
、
本
書
の
主
題
か
ら

し
て
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
儒
学
提
挙
司
-
学
校
の
系
統
に
か
か
わ

る
文
書
の

一
群
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
大
部
分

の
文
書

も
、
二

っ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、

中
書
ー
行

省
-
宣
慰
司
-
路
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、

御
史
台
ー

行
台
-
粛
政
廉
訪
司
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

次
に
、

文
書
の
宛
先
が
書
か
れ
て
い
る
と
は
い

っ
て
も
、
そ
の
宛

先
が
、
即

『
廟
学
典
礼
』
の
編
纂
機
関
と
は
な
ら
な
い
。
注
記
さ
れ

て
い
る

「宛
先
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
レ
ベ

ル
の
官
庁
が
含
ま
れ
て

い
て
、

一
ヶ
所
に
限
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
文
書
の
宛
先
と
し
て
注
記
さ
れ

て
い
る
部
署
か
ら
、
さ

ら
に
下
属
の
機
関

へ
送
達
す
る
よ
う
に
命
じ
た
文
言
を
有
す
る
文
書

の
例
も
、
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

そ
の
点
か
ら
も
、
宛
先

イ
コ
ー
ル
文
書
の
最
終
到
達
地
、
編
纂
地
と
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
逆
に
発
信
者
の
側
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
と
、

こ
れ
も
、
中
央
地
方
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
た
だ
、
発
信

・
受
信
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
漸
東
地
方
の
官
庁
が
目
立

つ
こ
と
に
は
、

一
読
し

て
気
が
付
く
。
具
体
的
に
官
庁
名
を
挙
げ
て
み
る
と
、
漸
東
海
右
道

粛
政
廉
訪
司
、
漸
東
道
宣
慰
司
、
漸
東
道
儒
学
提
挙
司
な
ど
が
あ
り
、

さ
ら
に
下
属
の
官
庁
と
し
て
、
紹
興
路
や
紹
興
儒
学
の
名
も
見
え
る
。

も
う

一
つ
、
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
の
材
料
と
な
る

の
が
、
巻

一

「秀
才
免
差
発
」

の
羊
児
年
聖
旨
の
最
後
に
書
き
加
え

ら
れ
て
い
る
、
「
至
元

一
六
年
二
月
、
漸
東
道
提
学
司
齎
摯
前
件
、

検
会
到
大
興
府
、
欽
奉
聖
旨
、
至
十
月
十
五
日
宣
慰
司
開
読
」
と
い

う
記
事
で
あ
る
。
聖
旨

の
出
さ
れ
た
羊
年
と
は
、
注
五
で
引
い
た
論

文
で
、
杉
山
正
明
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
、
丁
酉
年
に
あ
た
る

一
二
一二

七
年
か
ら
至
元

一
六
年
ま
で
に
三
回
あ
る
羊
年
の
う
ち
、
至
元
八
年
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(
一
二
七

一
)
に
あ
て
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
が
、
上
の

一
節
は
、

こ
の
聖
旨

に
つ
い
て
、
至
元

一
六
年

二
月
に
、
漸
東
道
提
学
司
が
大

興
府
、
す

な
わ
ち
旧
中
都

に
お
い
て
確
認
を
受
け
、
漸
東
宣
慰
司

(当
時
婆
州
に
置
か
れ
て
い
た
)
に
お
い
て
宣
布
し
た
経
緯
を
付
記

し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
至
元
八
年
の
聖
旨
は
、
そ
の
内
容
か
ら
考

え
て
、
杉

山
氏
が
述

べ
る
よ
う
に
、
「儒
者
免
役

に
関
す
る
根
本
資

料
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
元
朝
の
版
図
に
入

っ
た
江
南

の
全

て
の
地
域
に
対
し
て
、
宣
布

・
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
漸
東
道

へ
の
伝
達
の

経
緯
を
付

し
た
形

で
収
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
上
に
書
い
た
よ
う
な

文
書
の
送
受
に
か
か
わ
る
単
位
の
地
域
性
の
問
題
と
と
も
に
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
明
瞭
に
、
『
廟
学
典
礼
』
が
漸
東
道
の
ど
こ
か
で

編
ま
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
廟
学
典
礼
』

の
成
立
が
漸
東
地
域
と
深
く
関
わ

る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
植
松
正
氏

は
、
『
中

国
史
籍
解
題
事
典
』
(瞭
原
書
店
、

一
九
八
九
)
の

「
廟
学

典
礼
」
の
項
で
、
す
で
に
漸
東
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
官
署

の
相
互
の
関
係
や
、
文
書
の
往
復
関
係

か
ら
、
よ
り
明
確
に
そ
の
成
立
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。

漸
東
に
お
け
る
行
政
機
構
の
置
廃

そ
の
た
め
に
、
『
廟
学
典
礼
』
所
収
の
文
書
が
往
復
し
た
と
考
え

ら
れ
る
、
漸
東
に
お
け
る
行
政
組
織
は
、
ど

の
よ
う
に
な

っ
て
い
た

の
か
、
そ
の
置
廃
を
見
て
み
た
い
。

こ
の
地
域
に
置
か
れ
た
官
庁
と

し
て
は
、
行
省
の
系
統
で
は
、
江
准
等
処
行

中
書
省

(
の
ち
、
江
准

等
処
行
尚
書
省
、
江
漸
等
処
行
中
書
省
と
名
前
を
変
え
、
管
轄
区
域

に
も
変
更
が
あ
る
)
が
あ
り
、
そ
の
下
に
漸
東
宣
慰
司
、
さ
ら
に
下

位
の
官
庁
と
し
て
の
各
路

の
総
管
府
や
県
が
あ
る
。
漸
東
宣
慰
司
の

管
轄
す
る
の
は
、
慶
元
、
婆
州
、
衝
州
、
紹
興
、
温
州
、
台
州
、
庭

州
の
七
路
で
、
宣
慰
司
の
所
在
地
は
、
は
じ
め
は
婆
州
で
あ

っ
た
が
、

大
徳
六
年

(
=
二
〇

二
)
に
、
慶
元
に
移
さ
れ
て
い
る

(
『
元
史
』

六
二
・
地
理
志
五
)。

一
方
、
監
察
官
庁
と
し
て
は
、
江
南
行
台
の

も
と
に
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
司

(至
元
二
八
年
ま
で
は
、
提
刑
按

察
司
)
が
置
か
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
本
書
が
主
題
と
す
る
学
政
に
直
接
関
わ
る
官
庁
と
し
て

は
、
漸
東
儒
学
提
挙
司
が
あ
り
、
所
収
の
文
書
の
送
受
の
機
関
と
し

て
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
は
す
で
に
書

い
た
。
儒
学
提
挙
司
は
、

各
廟
学
の
教
授
な
ど
の
学
校
官
と
は
異
な
り
、
教
官
の
人
事
な
ど
地

域
の
学
政
を
統
括
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
官
で
あ
る
が
、
元
朝
に
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お
け
る
そ
の
設
置

に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
『
元
史
』
巻
八

一
・
選

挙

一
の
記
事
や
、
『
廟
学
典
礼
』
巻

一

「設
提
挙
学
校
官
」
(中
統

二

年
八
月

の
聖
旨
)
に
、
中
統
二
年

(
一
二
六

一
)
に
諸
路
に
学
校
官

が
設
け
ら
れ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
至
元
六
年

(
一
二
六
九
)
の
中
書

吏
礼
部

の
剤
付

(巻

一

「
設
提
挙
学
校
官
及
教
授
」
)
に
は
、
各
路

に
設
置

さ
れ
て
い
る

「提
挙
学
校
官
」
に
つ
い
て
の
規
定
を
含
む
か

ら
、
世
祖

の
初
年
に
は
、
路
を
単
位
と
し
た

「提
挙
学
校
」
と
い
う

　
ヨ

官
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し

て
、
至
元

=
二
年

(
一
二
七
六
)
に
臨
安
が
陥
落
し
、

モ
ソ

ゴ
ル
の
江
南
支
配
が
始
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
江
南
に
お
け
る
儒
学

提
挙
司

の
設
置
は
、
『
廟
学
典
礼
』
で
見
る
か
ぎ
り
、
先
ほ
ど
引
用

し
た
、
巻

一

「秀
才
免
差
発
」
の
注
に
見
え
る
、
至
元

一
六
年

二
月

に

「漸
東
道
提
学
司
」
が
羊
児
年
聖
旨
を
受
領
し
た
と
い
う
記
事
と
、

や
は
り
巻

一
の

「儒
学
提
挙
司
行
移
体
例
」
が
、
同
年

一
一
月
四
日

付
の
漸
東
道
宣
慰
司
か
ら

「
漸
東
道
提
学
」
の
趙
崇
雷
宛

の
剤
付
で

あ
る
の
が
、

一
番
早

い
例
で
あ
る
。
『
廟
学
典
礼
』
巻

一

「郡
県
学

院
官
職

員
数
」
(
至
元

一
九
年
の
行
中
書
省
の
漸
東
道
宣
慰
司

へ
の

剤
付
)

の
記
事
に
よ
れ
ば
、
江
南
支
配
の
初
期
に
お
い
て
は
、
儒
学

提
挙
司

は
、
道
だ
け
で
は
な
く
路
に
も
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

　ヨ

を
道
の
み
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
至
元
二

一
年
に
は
、
儒

学
提
挙
司
を

一
時
的
に
廃
止
し
、
学
校
に
関
す
る
事
務
を
路
府
州
司

　む

県
の
仕
事
と
し
た
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
儒
学
提
挙

司
に
つ
い
て
の
制
度
が
整

備
さ
れ
る
の
は
、
至
元
二
四
年

(
一
二
八
七
)
の
こ
と
で
、
『
元
史
』

の
本
紀
に
は
、
「
(
至
元
二
四
年
閏
二
月
辛
未
11
十
日
)
江
南
各
道

に
儒
学
提
挙
司
を
設
け
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
廟
学
典
礼
』
で
は
、

巻

二
の

「
左
丞
葉
李
奏
立
太
学
設
提
挙
司
及
路
教
遷
転
格
例
儒
戸
免

差
」
と

「
学
校
事
宜
儒
戸
免
差
」
と
に
詳

し
い
記
事
が
あ
る
。
前
者

に
は
、
同
年
二
月
二
五
日
の
葉
李
の
提
案
、
集
賢
院
の
中
書
省

へ
の

呈
、
そ
し
て
皇
帝
の
裁
可
に
よ
る
聖
旨
の
頒
発
と
、
経
過
を
追

っ
て

書
か
れ
、
後
者
は
、
そ
の
年
の
四
月
に
尚
書
省
か
ら
江
准
行
尚
書
省

に
そ
の
聖
旨
を
伝
達
し
た
春
文
で
、
聖
旨

の
う
ち
、
江
南
に
関
わ
る

規
定
だ
け
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
聖
旨
に
は
、
他
の
儒
人
に
つ

い
て
の
規
定
と
と
も
に
、
江
南

=

道
に

つ
い
て
、
儒
学
提
挙
司
の

　ま

設
置
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
漸
東
儒
学
提
挙
司
に
関
し
て

は
、
『
廟
学
典
礼
』
巻
二

「差
設
学
官
学
職
」
(漸
東
道
宣
慰
司
の
剤

付
)
に
引
か
れ
て
い
る
漸
東
道
儒
学
提
挙
司
の
申
に
、
「
卑
司
近
於

至
元
二
四
年
十
二
月
十
九
日
開
司
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
の

一
二
月
に
開
司
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。

し
か
し
、
元
貞
元
年

(
一
二
九
五
)
五
月

に
は
、
制
度
が
変
わ
り
、
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儒
学
提
挙

司
は
各
行
省
単
位

に

一
つ
ず

つ
設
け
る
こ
と
と
な
り
、
漸

東
に
つ
い
て
言
え
ば
、
江
漸
等
処
儒
学
提
挙
司

(当
時
、
行
省
は
、

江
漸
等

処
行
中
書
省
と
呼
ば
れ
て
い
た
)
の
み
が
置
か
れ
、
そ
の
他
　
め
　

の
各
宣
慰
司
単
位
の
も
の
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
書
所
収
の
文
書
に
お
い
て
、
受
信

・
発
信
と
も
に
し
ば

し
ば
そ
の
名
を
見
せ
る

「漸
東
儒
学
提
挙
司
」
は
、
本
書
の
成
立
し

た
と
考

え
ら
れ
る
大
徳
五
年
前
後

に
は
、
制
度
上
存
在
せ
ず
、

こ
の

地
域
の
儒

学
提
挙
司
は
、
行
省

レ
ベ
ル
で
設
け
ら
れ
た
江
漸
等
処
儒

学
提
挙

司
の
み
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
廟
学
典
礼
』

の
成
立
に
つ
い
て
の
試
論

以
上
の
よ
う
な
関
係
官
庁
の
置
廃
の
過
程
と
、
上
で
行
な

っ
た
紹

興
を
最
小

の
単
位
と
す
る
文
書

の
往
復
に
つ
い
て
の
検
討
と
を
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
廟
学
典
礼
』

の
成
立
に

つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考

え
方
が
成
り
立

つ
で
あ
ろ
う
か
。

文
書

の
最
終
到
達
地
点
を
明
確

に
す
る
と
い
う
角
度
か
ら
、
よ
り

レ
ベ
ル
の
低

い
官
庁
を
見

て
い
く
と
、
漸
東
関
係
の
中

で
も
、
紹
興

路
の
諸
機
関
宛

て
の
も
の
が
八
通
あ
る

(紹
興
路
総
管
府

二
、
紹
興

路
儒
学

二
、
そ
し
て
た
ん
に
紹
興
路
と
す
る
も
の
四
、
こ
れ
ら
の
四

通
は
、
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
司
の
牒
が
三
通
、
江
漸
等
処
行
中
書

省
の
剤
付
が

一
通
で
、

い
ず
れ
も
紹
興
路
総
管
府
宛

て
と
考
え
ら
れ

る
)。
し
か
も
、
他
の
漸
東

の
路
に

つ
い

て
は
、
「
各
路
」
と
か
、

「各
儒
学
」
と
宛
名
し
た
も
の
は
あ
る
が
、

紹
興
路
以
外

の
路
レ
ベ

ル
以
下

の
特
定
の
官
庁
宛
て
の
も
の
は
な

く
、
『
廟
学
典
礼
』
の
成

立
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
細
字
注
か
ら
言
う
と
、
巻

四

「
弁
明
儒
人
難
同
諸
色
戸
計
」
前
半
の
、
江
南
漸
西
道
粛
政
廉
訪

司
分
司
の
指
揮
に
は
、
「
下
塩
官
県
」
(塩
官
県
は
杭
州
路
)
と
の
注

が
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は
、
同
項
後
半
の
漸
東
道
儒
学
提
挙
司
が
紹

興
路
儒
学
に
出
し
た
指
揮
に
添
付
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
最
も
小
さ
い
単
位
と
し
て
の
紹
興
路
関
連

の
官
庁
が
最
終
目
的
地

と
な

っ
て
い
る
文
書
が
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま

っ
て
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
本
書
が
紹
興
路
に
お
い
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
を
成
立
さ
せ
る
に
た
る
有
力
な
根
拠
で
あ
る
。
『
廟
学
典

礼
』

に
類
す
る
文
書
集
の
成
立
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
宮
崎

市
定
氏
が
、
「宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
」
の
中
で
、
『
元
典
章
』

の
成
立
に
触
れ
て
い
る
。
宮
崎
氏
は
、
『
元
典
章
』
所
収
の
文
書

の

中
に
江
西
行
省
関
連
の
も
の
が
、
単
に
多
い
だ
け
で
は
な
く
、
文
書

の
往
来
が
行
省
の
内
部
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ

と
か
ら
、
江
西
行
省
に
お
い
て

『
元
典
章
』

が
成
立
し
た
と
論
じ
て
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　ゼ
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は

『廟
学
典
礼
』
に
も
当
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
廟
学
典
礼
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
に
お

い
て
は
、
漸
東
道
の
官
庁
、
す
な
わ
ち
粛
政
廉
訪
司
や
、
宣
慰
司
か

ら
、
紹

興
路
の
官
庁

へ
の
も
の
が
四
通
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
漸

　ヨ

東
道
の
外

へ
出
て
い
な
い
。
と
く
に
漸
東
道
儒
学
提
挙
司
か
ら
紹
興

路
儒
学

へ
の
指
揮

(巻
四

「弁
明
儒
人
難
同
諸
色
戸
計
」
)
が
、
も

っ

と
も
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

結
論

を
急
ぐ
な
ら
ば
、
や
は
り
、
最
小
の
単
位
と
し
て
の
紹
興
路

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
上
に
も
書
い
た
よ
う
に
、

紹
興
路

お
よ
び
紹
興
儒
学
が
、
本
書
に
お
け
る
文
書
の
送
受
の
最
小

の
単
位

で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
、
漸
東
儒
学
提
挙
司
の
管
轄
下
の

地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
そ
こ
に
本
書
の
成
立
を
考

え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
で
疑
問
が
残
ら
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

ま
ず
、

同
じ
紹
興
と
い
っ
て
も
、
そ
の
中

に
路
の
総
管
府
と
儒
学

の

二
つ
が
含
ま
れ
て
い
て
、
ど
ち
ら
か

一
方
に
は
限
定
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
、
引
用
も
含
め
て
文
書

の
発
信
側
と
し
て
の
紹
興
路

が
全
く
見
出
だ
せ
な
い
こ
と
も
疑
問
と
し
て
残
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

こ
の

『
廟
学
典
礼
』
や

『
元
典
章
』
と
い
っ
た
書
物
に
収
め
ら
れ
て

い
る
元
代
の
公
憤

の
多
く
は
、
関
係
の
官
庁
の
間
を
往
復
し
た
複
数

の
文
書
が
入
れ
子
の
状
態

で
引
用
さ
れ
る
構
成
を
持

っ
て
い
る
。
し

た
が

っ
て
、
『
廟
学
典
礼
』

の
編
纂
の
主
体

を
紹
興
路
と
し
て
考
え

る
な
ら
ば
、
文
書
そ
れ
自
体
の
発
信

・
受
信

が
い
ず
れ
も
上
級
の
官

庁
で
あ

っ
て
も
、
紹
興
路
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
や
提
案
を
き

っ
か
け

と
し
て
上
級
の
官
庁
の
問
を
往
来
し
た
も
の
が
、
本
書
の
中
に
含
ま

れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
が
、
各
文
書
に
引
か
れ
て
い
る

文
書
の
中
に
は
、
受
信

・
発
信
い
ず
れ
に
も
、
紹
興
路
関
連
の
役
所

は
出
て
こ
な
い
。

つ
ま
り
、
紹
興
路
関
係

の
役
所
は
、
文
末
に
注
記

さ
れ
た
宛
名
と
し
て
し
か
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
論
文
の
最
初
で
も
引
用
し
た
、
至
元

一
六
年
に
行

な
わ
れ
た
羊
年
の
聖
旨
の
伝
達
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
当
時
は
婆
州

に
あ

っ
た
漸
東
道
宣
慰
司

で
の
話
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
、
紹

興
路
の
関
係
す
る
文
書
が
、
至
元
二
七
年

以
降
の
も
の
し
か
存
在
し

な
い
こ
と
も
、
紹
興
路
を
本
書
の
成
立
の
場

と
し
て
た
だ
ち
に
結
論

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
。

そ
の

一
方
で
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
文
書

の
送
受
全
体
を
見
渡
し

た
と
き
に
感
じ
ら
れ
る
、
漸
東
儒
学
提
挙

司
の
占
め
る
比
重
の
大
き

さ
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。

た
だ
し
、
大
徳
五
年
の

時
点
で
は
、
す
で
に
漸
東
儒
学
提
挙
司
は
存
在
し
な
い
。
あ
る
い
は
、

漸
東
儒
学
提
挙
司
に
お
い
て
、
本
書
の
原
本
と
で
も
言
う
べ
き

「
フ
ァ
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イ
ル
」
が
編
纂
さ
れ

て
い
た
の
が
、
元
貞
元
年

の
こ
の
官
庁
の
廃
止

に
よ

っ
て
、
い
つ
れ
か
の
官
庁
に
引
き
継
が
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
大

徳
五
年
ま
で
継
続
し
て
編
纂
さ
れ
続
け
た
と
い
う
可
能
性
も
残

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
も
う

一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。

い
う
ま

で
も
な
く
、
第

一
の
考
え
方
が
穏
当
で
あ
る
が
、
上
に
書
い

た
よ
う
な
疑
問
が
残
り
、
第

二
説
の
成
立
の
可
能
性
も
筆
者
と
し
て

　ヨ

は
捨

て
き

れ

ず

に

い

る
。

漸
東
以
外
の
文
書

た
だ

し
、
『
廟
学
典
礼
』

の
中

に
も
、
漸
東
以
外
の
地
域

の
中
に

終
始
し

て
い
る
も
の
や
、
中
央
官
庁
か
ら
他
地
域
の
官
庁

へ
の
も
の

　ヨ

が
六
通
あ
り
、
江
西

(巻
四

「
学
正
三
年
満
考
」
11
江
西
内
部
、
巻

四

「
山
長
充
教
授
廉
訪
司
体
覆
」
口
中
書
省
↓
江
西
)、
福
建

(巻

四

「
陞
用
教
授
資
格
」
H
中
書
省
↓
福
建
)
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
『
廟
学
典
礼
』
の
成
立
を
、
紹
興
あ
る
い
は
漸
東
と

考
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
ど
う
説
明
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
な
文
書
の
例
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

巻
五

「行
台
坐
下
憲
司
講
究
学
校
便
宜
」
(元
貞

二
年
六
月
)
は
、

四
庫
本

で

=
二
葉

に
及
ぶ
廟
学
に
つ
い
て
の
詳
細
な
規
定

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
福
建
閾
海
道
粛
政
廉
訪
司
の
申
の
形
で
原
案
を
受
け
た
行
台

が
、
そ
れ
を
剤
付
と
し
て
漸
東
海
右
道

[粛

政
廉
訪
司
]
に
下
し
た

も
の
が
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

行
台
の
管
轄
か
ら
言
え
ば
、
福
建
も
江
西
も
漸
東
と
同
じ
江
南
諸
道

行
御
史
台
の
管
轄

で
あ
る
か
ら

(『
元
史
』

八
六

・
百
官
志
二
)、
福

建
で
原
案
が
作
ら
れ
た
規
定
が
、
行
台
か
ら

の
下
達
の
形
で
江
南
の

他
の
地
域
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な

く
、
む
し
ろ
当
然
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
南
台
の
管

轄
下
に
あ
る
他
の
地
域
で
発
生
し
た
事
例
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
、
巻
四
の

「還
復
濾
渓
書
院
神
像
」
は
、
道
州

(湖
南
)

の
濾
渓
書
院
で
発
生
し
た
、
宋
朝
の
御
書
と
周
濠
渓
以
下
の
塑
像
の

取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
問
題
の
処
理
で
あ
る
が
、
中
央
の
検
討
を
経
た

結
果
が
、
漸
東
廉
訪
司

へ
も
行
台
か
ら
の
劃
付
の
形
で
伝
達
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
本
文
中
に
は
漸
東

へ
の
送
達
が
明
記
さ

れ
て
は
い
な
く
て
も
、
同
様
の
処
置
が
取
ら
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
中
書
省
系
統
の
ル
ー
ト
、
例
え
ば
江
西
行
省
と
中
書
省

の
間
の
文
書
と
な
る
と
、
漸
東
と
の
関
連
性
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
例
を
次
に
考
え
て
み
よ
う
。

そ
の
た
め
の
材
料
と
な
る
の
が
、
巻
四
の

「保
勘
教
授
」
の
項
で
、

こ
の
文
書
は
、
礼
部
の
呈
を
受
け
た
中
書
省

の
江
西
行
省

へ
の
春
文
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で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
廟
学
典
礼
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
文
書
に
関
し
て
は
、
同
じ
巻
四
の
数
葉
後
に
収
め
ら

れ
て
い
る
、
「廉
訪
司
体
察
教
官
学
職
」
(漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
司

が
至
元

三

一
年
正
月
二
十
日
に
漸
東
道
儒
学
提
挙
司
宛
て
に
発
し
た

指
揮
)

の
中
に
、
至
元
三
十
年
七
月

一
九
日
の
行
台
の
剤
付
が
引
か

れ
、

こ
の
規
定

の
後
半
部
分
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
項
目

に
よ
れ
ば
、

こ
の
規
定
が
、
こ
の
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
司

の
指
揮

に
引
か
れ
る
忙

つ
い
て
、
礼
部
↓
中
書
省
↓
御
史
台
↓
行
台

↓
漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
司
↓
漸
東
道
儒
学
提
挙
司
と
い
う
流
れ
で

伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
規
定

の
場
合
、
題
目
で
も

分
か
る
よ
う
に
、
廟
学
の
教
授
の
薦
挙
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ

っ
て
、

一
般
性
を
持

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

一
般
的
な
性
格
の
規
定
に
つ

い
て
は
、
こ
と
が
ら
の
発
生
が
特
定
の
地
域
に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ

て
も

(
文
中
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
江
西
側
か
ら
中

書
省

へ
な
ん
ら
か
の
働
き
か
け
か
、
照
会
が
あ

っ
た
か
ら
、
江
西
行

省

に
対

し
て
こ
の
春
文
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
)
、

一
般
的
な
準

則
と
し

て
、
中
央
か
ら
各
地
に
伝
達
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

お
わ
り
に

『廟
学
典
礼
』
は
魅
力
的
な
史
料
で
あ

る
。
そ
の
利
用
可
能
な
範

囲
が
、
た
ん
に
学
校
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
知

識
人
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
元
朝
の
中
国
支
配
の
あ
り
方
に
か
か
わ

る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
『
元
典
章
』

と
並
ん
で
文
書
学
的
な
取

り
扱

い
の
可
能
性
を
持

つ
文
献
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
特
徴
を

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
『
永
楽
大
典
』

か
ら
輯
逸
さ
れ
た
四
庫
全
書
本
し
か
現
存

し
な
い
と
い
う
所
与
の
条

件
は
あ
き
ら
め
る
と
し
て
も
、
こ
の
書
物
が
、
ど
の
よ
う
な
立
場
か

ら
、
文
書

に
対
す
る
い
か
な
る
取
捨
選
択
を
経
て
編
ま
れ
た
も
の
な

の
か
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
い
か
ぎ
り
、
安
心
し
て
利
用
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
残

る
。
石
刻
の
史
料
学
的
吟

味
を
主
題
と
し
た
前
論
に
お
い
て
も
、
や
は
り
、
そ
の
点

へ
の
こ
だ

わ
り
か
ら
、
『
廟
学
典
礼
』
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。
こ
の
論
文

で
は
、
こ
う
し
た
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
を
主
題
と
し
、
そ
の
解
決
を

目
指
し
た
が
、

こ
の
史
料
を
読
む
ほ
と
ん
ど

の
人
が
抱
く
で
あ
ろ
う
、

漸
東
、
と
く
に
紹
興
と
の
か
か
わ
り
の
可
能
性
を
よ
り
強
く
示
せ
た

段
階
に
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
問
題
は
単
に

一
文
献
の
由
来
の
解
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
祖
-
成
宗
期
の
元
朝
の

江
南
支
配
を
め
ぐ
る
本
質
的
な
問
題
と
も
関
わ
る
と
考
え
る
。
こ
う

し
た
文
献

の
取
り
扱
い
に
通
じ
た
諸
先
学

の
指
教
を
挨

つ
。
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〔注
〕

(
1
)

「
元
代
漢
人
知
識
人
研
究

の
課
題

二
、

三
」
(
『
中
国
丁
社
会
と
文
化
』

五
、

一
九
九
〇
)
な
ど
。

(
2
)

『
古
籍
版
本
題
記
索
引
』

(上
海
書
店
、

一
九
九

一
)
に
よ
れ
ば
、

い

く

つ
か

の
蔵
書
志

の
類
に
、

こ
の
書
物

(
い
ず
れ
も
紗
本
)
が
著
録
さ

れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
3
)

点
校
本

に
は
、

と
く
に
底
本

に

つ
い
て
の
言
及
は
な

い
が
、
「
点
校

説
明
」

の
中
に
も
現
存
す
る
も
の
は
四
庫
本
し
か
な
い
と
述

べ
て
お
り
、

四
庫

の
い
ず
れ
か
の
閣

の
本

に
拠

っ
た

に
違
い
な
い
。

(
4
)

『
四
庫
全
書
総

目
提
要
』
巻

八
二

・
史
部
政
書
類

二
、
廟
学
典
礼

原
序
原
目
散
扶
無
考
、
亦
無
従
得
其
門
類
。
幸
其
年
月
先
後
皆
有
可

稽
、
尚
可
排
比
成
秩
。
謹
贅
析
其
文
、
勒
為

六
巻
。

(
5
)

「
秀
才
免
差
発
」
条

の
本
文

と
注
記

の
内
容
、

お
よ
び

そ
れ
を
通
し

て
見
た
高
智
耀

の
生
涯

に
つ
い
て
は
、
杉
山
正
明

「
西
夏
人
儒
者
高
智

耀

の
実
像
」

(河
内
良
弘
編

『
清
朝
治
下

の
民
族
問
題
と
国
際
関
係
』
、

一
九
九

一
)
参
照
。

(
6
)

『
至
正
金
陵
新
志
』
巻

六
、
官
守
志

・
題
名

・
行
御
史
台
侍
御
史

の

項

に
、
「
高
容

正
議
、
大
徳

四
年
上
」
と
あ
り
、
大
徳

四
年

に
は
、

南
台
侍
御
史
に
な

っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
同
項

に
よ
れ
ば
、

彼
は
大
徳
七
年

に
、
同
じ
く
江
南
行
台

の
御
史
中
丞

に
な

っ
て
い
る
。

(
7
)

聖
旨

・
詔
書
が
あ
わ
せ
て

一
五
件
、
聖
旨

以
外

に
、
巻

二

「
程
学
士

奏
重
学
校
」

は
、
程
文
海
に
よ
る
上
奏
文

で
あ
り
、
宛
名
が
な
く

て
当

然

の
も

の
と
言
え
る
。
ま
た
、
巻

三
の

「郭
策
省
盗
復
楊
総
掻

元
占
学

院
産
業
」

(江
准
等
処
行
尚
書
省

の
榜
文
)

に
も
宛
名
が
な

い
。
そ
れ

以
外

に
、
文
末

の
注

の
欠
落
し
た
項
目
が
三
件
あ
る
。

(
8
)

双
行
細
字
注
が
複
数
存
在
す
る
項

目
に
は
、

つ
ぎ
の
各
項
が
あ
る
。

巻

四

「
三
教
約
会
」
、
巻

四

「
弁
明
儒
人
難
同
諸
色
戸
計
」
、
巻
五

「
行

台
監
察
挙
呈
正
録
山
長
減
員
」
。

(
9
)

下
か
ら
上

へ
の
文
書
は
、
巻
三
の

「
儒
戸
照
抄
戸
手
収
入
籍
」
が
、

至
元

二
八
年

四
月
八
日
の

(
江
准

)
行
省
戸
房
令
史
か
ら
各
道

へ
の
呈

で
あ
る

の
だ
け

で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
行
省

の
属
官
か
ら
各
道

へ

の
文
書

で
あ
る
か
ら
、
発
信
受
信
者

の
官
品
の
上
下
だ
け
で
は
説
明

で

き
な

い
。
他

に
、
細
字
注

で
は
、
巻

五
の

「
行
台
監
察
挙
呈
正
録
山
長

減
員
」

の
前
半
が
、
大
徳

二
年
の
江
東
宣
慰
司
か
ら
江
漸
等
処
行
中
書

省

へ
の
呈
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
半

の
行
省
か
ら
各
宣
慰
司

へ

の
剤
付
に
付

せ
ら
れ
た
文
書
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

(
10
)

厳
密

に
言
え
ば
、
『
永
楽
大
典
』
収
録
以
前

の
姿
が
分

か
ら
な

い
以

上
、
本
書
が
元
代
に

一
冊

の
書
物

と
呼
ぶ
に
値
す
る
形
を
取

っ
て
い
た

か
ど
う
か
も
不
明

で
あ
る
と
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

(
11
)

そ
れ
以
外

に
、
最
近
紹
介
さ
れ
た
元
代
文
書
と
し
て
は
、
中

国
社
会

科
学
院
歴
史
研
究
所
徽
州
文
契
整

理
組
編

『
明
清
徽
州
社
会
経
済
資
料

…叢
編
』
第

二
集

(社
会
科
学
出
版
社
、

一
九
九
〇
)
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
が
、

そ
れ
に
収

め
ら
れ
て
い
る
文
書

は
、
十
通

に
過
ぎ
な
い
。

(
12
)

『
元
史
』
巻
八

一
・
選
挙

一

世
祖
中
統

二
年
、
始
命
置
諸
路
学
校
官
。
凡
諸
生
進
修
者
、
厳
加
訓

講
、
務
使
成
材
、
以
備
選
用
。

な
お
、
『
元
史
』
百
官
志

の
儒
学
提
挙
司

の
項

(巻

九

一
)

に
は
、
後

述

の
行
省
単
位

で
の
儒
学
提
挙
司

に
つ
い
て
し
か
記
事
が
な
く
、

こ
の

間

の
経
緯

に
は
触
れ
て
い
な
い
。

(
13
)

こ
の
他
、
巻

一

「
革
提
挙

司
令
文
資
正
官
提
調
」

に
も
、
「
近
年
以
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来
、

一
道
既
設
提
挙
学
校
官
、
各
路
又
設
提
学
、
与
教
授
並
為
学
官
」

と
あ
る
。

(
14
)

巻

一

「
革
提
挙

司
令
文
資
正
官
提

調
」

に
は
、

至
元
二

一
年
閏
五
月

一
七
日
に
、
「
江
南
管
秀
才
的
、
見
設
立
着
教
授
、

又
設
立
提
挙
学
校
、

兼
管
銭
糧
。
和
爾
郭
斯
為
頭
省
官
毎
根
底
商
量
来
、
将
重
設
提
挙
学
校

官
罷

了
者
、
銭
糧
教
城

子
裏
官

人
毎
管
着
」

と
啓

し

て
、
「
那
般
者
」

と
の
令
旨
を
受
け
た
と
あ
る
。

な
お
、

こ
の
間
の
儒
学
提
挙
司

の
改
廃

に
つ
て
は
、
巻

二

「
差
設
学

官
学
職
」

に
、
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
り
、
ま
と
め
て
叙
述
さ
れ

て
い

る
。昨
来
至
元
十
七
年
設
立
各
道
儒
学
提
挙
司
、
承
奉
宣
慰
使
司
剤
付
、

備
奉
行
中
書
省
剤
付
該
、
応
儒
学
大
小
事
務
、
並
従
儒
学
提
挙
司
掌

管
、
所
有
日
前
総
管
府
並
免
提
調
、
至
元

二
十

一
年
因
革
罷
提
学
之

後
、
儒
学
事
務
働
帰
各
路
府
州
司
県
提
調
、
所
差
設
職
員
並
従
体
覆

(下
略
)

(
15
)

元
史
巻

一
四

・
世
祖
本
紀

一
一

(
至
元
二
四
年
閏

二
月
辛
未
)
設
江
南
各
道
儒
学
提
挙

司
。

ま
た
、
『
元
典
章
』
巻

三

一
・
礼
部
四

「
儒
学
提
挙

司
」

に
も
、
『
廟
学

典
礼
』
と
同
じ
記
事
が
あ
る
。

一
方
、
儒
学
提
挙
司

の
設
置
な
ど
を
定
め
た
聖
旨

が
発

せ
ら
れ
た
閏

二
月
十
日

に
は
、
桑
寄
を
中
心
と
す
る
尚
書
省

の
設
置
も
定
め
ら
れ

て

お
り
、
植
松
正
氏

は
、

そ
こ
に
政
治
的

な
配
慮

の
存
在
が
見
ら
れ
る
と

す

る
。
(
「
元
代
條

画
考

四
」
、
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第

一
部

四
八
号
、

一
九
八
〇
)

(
16
)

『
廟
学
典
礼
』
巻

四

「
設
立
随
省
儒
学
提
挙
司
」

(江
漸
等
処
行
中
書

省
の
江
漸
儒
学
提
挙
司
宛

て
劃
付
)

元
貞

元
年

五
月
初

七
日
奏
准
、
聖
旨
、
江
南
儒
学
提
挙
司
各
省
存
留

一
箇
、
其
余
宣
慰
司
有
的
、
罷
了
者
。
欽
之
。

『
元
史
』
巻

一
八

・
成
宗
本
紀

一

元
貞

元
年

五
月
庚
辰
、
詔
各
省
止
存
儒
学
提
挙
司

一
、
余
悉
罷
之
。

(
17
)

全
集
第

一
一
巻

二
三
三
頁
以
下

(
原
載

『
東
方
学
報
』
京
都
第

二
四

冊
、

一
九
五
四
)
参
照
。

(
18
)

漸
東
内

の
官
庁
か
ら
紹
興
路
宛

て
に
出

さ
れ
た
文
書
は
、
次

の
四
通

で
あ
る
。

巻
四

「弁
明
儒
人
難
同
諸
色
戸
計
」

漸
東
道
儒
学
提
挙
司

の
紹
興
路

儒
学
宛

て
指
揮
、
至
元
三

一
年

二
月

巻
四

「完
顔
籏
事
請
令
文
資
正
官
兼
提
挙
学
校
職
街
」

漸
東
海
右
道

粛
政
廉
訪
司
分
司
の
紹
興
路
宛

て
牒
、

元
貞
元
年

一
一
月

巻
六

「憲
司
挙
明
学
校
規
式
」

漸
東
海
右
粛
政
廉
訪
司

の
紹
興
路
宛

て
牒
、
大
徳

三
年
四
月

巻
六

「廉
訪
分
司
挙
明
体
察
」

漸
東
海
右
道
粛
政
廉
訪
司

の
紹
興
路

宛

て
牒
、
大
徳
四
年

二
月

(
19
)

杉

山
氏

は
前
掲
論
文

に
お

い
て
、
高
容
の
編
纂

へ
の
関
与

の
可
能
性

を
示
唆
し

て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
間
に
彼
が
就

い
て
い
た
ポ
ス
ト
が
、

江
南
漸
西
道
粛
政
廉
訪
使

(漸
東

で
は
な
く
)
で
あ

っ
た
こ
と
を
考

え

る
と
、
疑
問

で
あ
る
。

た
だ
、
高
容

の
次
の
ポ
ス
ト
は
、
南
台
侍
御
史

で
あ
り
、
筆
者
が
前
論
で
書

い
た
よ
う
に
、
こ
の
間

の
儒
人
を
め
ぐ
る

問
題

に
つ
い
て
、
御
史
台

の
系
統
は
、
儒
人
の
権
利
を
擁
護
す
る
立
場

を
と

っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
た
だ
ち

に
否
定
し
き
れ
な

い
面
が
あ
る
。
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(
20
)

漸
東
道
、
あ
る

い
は
江
漸
行
省
の
外

の
み
で
往
復
し

て
い
る
文
書
は

次
の
六
通

で
あ
る
。

巻

三

「
教
授
給
由
」

尚
書
省

の
江
西
行
省
宛

て
春
、

至
元
二
七
年

二

月
巻

四

「
保
勘
教
授
」

中
書
省

の
江
西
行
省
宛

て
春
、

至
元
三
十
年
七

月
巻

四

「
陞
用
教
授
資
格
」

中
書
省

の
福
建
行
省
宛

て
盗
、
至
元
三
十

年
七
月

一
二
日

巻

四

「
学

正
三
年
満
考
」

江

西
行
省

の
剖
付

(宛
名
欠

)、

至
元
三

一
年

巻

四

「
山
長
充
教
授
廉
訪
司
体
覆
」

中
書
省
の
江
西
行
省
宛

て
春
、

元
貞
元
年
三
月

巻

五

「
行
台
治
書
侍
御
史
盗
呈
勉
励
学
校
事
宜
」

江
南
諸
道
行
御
史

台

の
江
南
漸

西
道
粛
政
廉
訪

司
宛

て
剤
付
、
大
徳

二
年

二
月
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